新規需要米向け多収性水稲品種に対する４－ＨＰＰＤ阻害型除草剤による薬害について

近年、全国的に作付面積が急速に拡大している新規需要米向けの一部の多収性水稲品種では、４-ＨＰＰＤ阻害型除草剤に強い感受性を示し、激しい薬害症状により枯死に至る場合があることが報告されている（渡邊ら、2010）。
したがって、感受性を有することが判明している、次に示す飼料用米向け品種に対して、４-ＨＰＰＤ阻害型除草剤を有効成分として含む除草剤を使用しないよう徹底する必要がある。

１　４－ＨＰＰＤ阻害型除草剤に感受性を有する飼料用米向け品種

みなちから

２　４－ＨＰＰＤ阻害型除草剤（有効成分名）

　ベンゾビシクロン、メソトリオン、テフリルトリオン
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